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「起き上がり続ける」こと      校長  奥山 直人 

  

皆さんは、ネルソン・マンデラさんという方を知っていますか？南アフリカ出身

の政治家（1994 年には第 8 代南アフリカの大統領に就任）で、ユネスコ親善大使に 

も就任。1999 年政治の世界から引退し、2013 年 95 歳でその生涯を閉じました。 

  ネルソンさんは、若くして反アパルトヘイト運動に身を投じ、長い間獄中生活

を余儀なくされながらも 1991 年、制度撤廃に導いてくれました。 

  そんなネルソンさんですが、多くの名言を残していることでも有名な方です。

たくさんある中から、先生が今回皆さんに贈りたい言葉は、 

 

 

 

 

 

 

 

 という言葉です。 

 聞いたことがありますか？ 

 みなさんは、この言葉を聞いてどう感じますか？ 

 新しい学年、学校がスタートして２ヶ月がたとうとしています。この間、１年の

目標を立てたり、新しい学習がはじまったり、旅行的行事の取組や体育大会の準備

や練習、そして部活動の各種大会等が、感染拡大防止の対策を講じながらではあり

ますが進められてきました。 

 反省や後悔、いくつかあるんじゃないでしょうか。でも大丈夫。失敗や負けから

学ぶことだってあるはずです。自分が学級やチームメイト、家族や社会の中でどう

役に立つか。どう貢献できるのか。何度でも起き上がってください。 

 

 

 

生きるうえで最も偉大な栄光は、 

決して転ばないことにあるのではない。 

転ぶたびに起き上がり続けることにある。 

 



 

 

 いよいよ体育大会が間近に迫ってきました。生徒達は、昼休みや体育の授業など

で、各種目、長縄跳びなど、当日に向けて元気よく練習に励んでいます。 

今年の体育大会のスローガンは、「破～自分を越えろ！記録を破れ！」です。個人

で決めた目標や記録、学級やチームで決めた目標や記録を越えられるよう、一生懸

命頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育相談月間 

１日（水）PTA常任委員会 

２日（木）避難訓練 校外班結成集会 

 ４日（土）全日本少年（野球部）～５日 

      深川市長杯（バレー部） 

      管内大会（バスケ部）～５日 

 ６日（月）SC 来校 

７日（火）３年総合発表会 

９日（木）廃品回収（来月以降に延期） 

１１日（土）中体連陸上 

      北空知中学春季大会（野球部） 

               ～１２日 

 

１３日（月）職員会議  

部活動中止（～１５日） 

１５日（水）交通安全街頭指導日 

１６日（木）前期中間テスト 

      全校集会 生徒会活動日 

２３日（木）２年総合発表会 

２４日（金）北空知合同学習 

２８日（火）SC来校 

２９日（水）北空知中体連① 

３０日（木）北空知中体連② 

 



 

 

 

 

  

                                      

今年度、6 月 9 日(木)に予定されていた廃品回収ですが、コロナの影響で準備が
遅れたこととや今後、生徒数減少に伴って、回収方法を検討する時間も要するため、

7 月以降に延期することにしました。実施日時、方法については、6 月 1 日(水)に

行われる PTA常任委員会で検討されますので、決まりましたらお知らせします。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

5月 18日(水)、19日(木)に 2年生が札幌方面へ宿泊学習に行ってきました。班

ごとに自主研修を行ったり、夜はレクを行ったりして、普段できないことをクラス

の仲間と経験して、楽しく充実した 2日間を過ごしてきたようです。 

帰ってきてからは、6 月 23 日(木)の発表会に向けて、学んできたことをまとめ、

発表できるよう準備をしています。当日には、聴いてる人に、よりわかりやすく伝わ

るよう工夫を凝らした発表になるよう頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 21 日(土)北海道新聞より 


